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人口のうこき　世帯数2,212世帯(+ll)人口7,321人(←17)男3.642人(+10)女3,679人(+7)
(gRIR同行)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　( )内は耶刷｢

面積62日坪万キロメートル位置棄経145度15分北掛鳩28分27秒広ほう棄西27キロメートル南北23キロメートル

■暮発行/標津喝民生部喝民生活課広軌主民係順津野字標津3-5 ℡②2131/印刷順津ED刷株式会社　ー
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r標津町防災の日｣は､昭和

三年十月三十一日午後九時四十分頃雑井高を営んでいた生駒蔵店より失火し､折からの強風にあおられて､標津市街地戸数一五六戸のうち三分のlにあたtO中心街の五三戸を焼きつ-したCという棟津市街の大火をこれからの防災の上に生かそうと､昭和五十四年九月二十五日に制定･されました｡

棲津町防災の日には､毎年さ

まざまな災音を想定して､町内各地で防災訓練を実施しています｡

今年も｢標津町総合防災訓練｣
を計画しておりますので､みなさんの横様的な参加をお顔いします｡

｢災専｣という書兼を聞いて'

あなたは何を思い浮かべますか｡昭和五十七年十一月に実施した総理府広報室の世故例主では､第一億-地史七七%､第二億1火災六六%､第三位-台風六〇%という結果でした｡世界でも有数の地辞国に住むわたしたちの当然の答えかもしれません｡

さて､地無といえば怖いのが

二次災幸-他罪の揺れが収まった後に起きる〝火災″ 〝津浪″といった火事です｡特に､去る五月に起きた　｢昭和五十八年日本海中部地変｣では､日ごろ忘れかけていた〝津波の恐ろしさ〟を改めて知らされましたoそこで+月ItI十一日のr棟津町防災の日｣　にちなんで､地辞の二次災書-特に〝津波〟にスポットを当ててみました｡

人きち地tpEのあと沖波野紬を
叩いたので'自分の釣り船を流されないようにしょうと思いクルマで軸･絆に行きましたc Ipメートルも引き糊けておけばと船に手を掛けたとき､突然'軸が盛り卜がって氷るではありませ

｣

)

んかD･‥川い所へ必死で逃げて､命L)けは助かりましたが､後を振り向-とそこには射ばかりかクルマも見えませんでした-｡
これはL=;の　｢日本海小郡地

如しでi<際にあっL)講です｡津波という一日柴の意味LJけでな-

その本当の恐ろしさを知っていれば､この人は船など引き械げには行かなかったことでしょう｡
(津浪の特徴)

沖波には､深い海からほい軸

に進んでい-問に､波が次第に砧-･なつてい-という性質があります｡また､二階軸梓のような湾の入り組んLJ所では'津波は非常に大き-なりやすいものです｡

このように､約･げでの津波の

･=川さけへ-抑止の地形や約の形に
ょ二J柁紺に安化します∪　また糾めの披よ;･;　f.1　波'節　地のほうか人きな域人目が多いなど津池の如きはたいへんr想しにくいものです｡

この'まるでりき物のよう･L･6

津波から身を寸るには､つね日ごろからその恐ろしさと特徴を鎖に入れておき､決して津波を

〕

〕

甘-みないことですo特に海で御-人'海岸の近-に住んでいる人､海岸へ行-機会の多い人は､地域の特性をよ-見秘め'安全な避難場所を確認しておきましょう｡

関東大震災以来'わたしたち

は｢地震だ-火を消せ｣という教訓を持ち紙けてきましたが'これからはこれに加えて｢地震LJ-津波がやって-る｣という教訓を生かし紙けたいものです｡

地災が滝竹すると'軌範庁は

外地の地窮の記録をもとに沖波の状況を予報します｡津波のr報は'地震発壮絶二十分以内に発表されることになっており､チ想される津波の税校にEJして
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｢津波〓志郎｣と｢津池野紬｣に分けられます｡

津波〓･目端は､救いセンチ)

--ル柑･iYの津池が米そうなことを知らせるものですoまL)､津池野粕は､　メー-ル科岐以卜の粁戒を必柴とする沖波がr州小される域介'その批校を｢ツ
ナミ｣｢オオツナミ｣　の`段附に分けて知らせるものですc

Lかし､LL袖は地だが起きて

から津波が粕川;に到辻するまでの特例美を利川して加われるため'この時すでに'津油は刻々と油川へ向かっているのですoですから地㌫の㌫源域(津波の波源城にあたる)　が粕川･に近い域4日は､r軸が光よされる前にいきなり津油が軸って来ることもあります｡過よの例を見てi
=H･いものでは卜分以内'小には

約　分で拠ってきi)ものもありました.

ですから､わたしたちは津波
r紬をただ杓っているのでなく他出をまず‖1=初の沖波情報と考えてれ軌することが人切なのではないでしょうか｡

㈱撃

津波の被害を防ぐ
六つの心得

〕

けません｡⑥　沖披の帖LTLは､デマに惑わされず'‥刈触り発出による=しいものを州いてくLJさいo g=糾

や州.純はラジオ､テレビ､仏紬小､または揃､サイレンで伝超されますo

かっていても何JJでさなか

L*

①　お度川村度以-の地㌫を感じLJら､まず津波の〓心o急いてり棚･LIから棚れて､=川ム日の･LS令な場Ll Iまで過鮒しましょう｡②　出批地か･拙い地㌫の場人=､拭れくあいはそれほどでLJ-ても津波の抑Lf?せて氷る二し一かありますD小さち地目iたかrAlいって､決して杓ってはいけません｡⑨　昭和`1=隼の　｢チリ他出津波｣は､人十日を越えて州し寄せて来ました｡このように捕れを全-感じな-てもf=池LJけ触って-る械人目もありますD津波S.=軸が光出された･tr1.伯怜iE城の人は地出を感じな-てiすぐに避雌して-ださい｡⑥　小さな津波も､%付の地形によって突然大きな津波に変わることがありますo g=料でな-注悲報L)からといっても､軸･LTでの釣は危険ですo⑤　また､批初の池よりも.香目､三番目の波のほうが大きいことが多いので､津波幣彬が解除になるまで丸をゆるめてはい

人他出がiたらす災k=にはど

んなJJのかあるでL上うか　-･地剖れ'川は､I;…判れ､I;津･==しかし､いちばん兆Hの化険州が=川いのは､何といっても〟火災〟　ではないでしょうか.

人目-　勺九月.;の側火人

出災以来､わか川では'〝地137イ

がまえコール火災〟といわれ純け､人･ではLJ)れむか地･Sの際の火の化に､日.=Wを払っているものと川心われます｡しかし､次に挙げるよう･Li場人=はとうでLJi,つか｡

家人の関守中へ　ルナライター

の卜に.貌‖ハが別れ､その柏/にスイノチかれ糾し碓火した-という小例が'Li(際｢日本か2中部他宗｣　で報告されました｡柿かにこれは珍しい例で'そう数多-起こることではないでしょう｡しかし､これを不可抗力と･=付けてしまっていいものでしょうか｡

この場令､屯了ライタ-に問

抱があるというよりは刷れた家〓ハに問越があった-つまり､裁汁(などが別れないように'あらかじめ命日ハなどを使って州定しておけばよかっLJのです｡1f3度石'lE3喋六の地鎚に製われたとき､どうしたらいいか分

という体俄滅J多いようです｡ですから'わたしたちは他出に揃え､ふだんから攻の中を攻令にし､被り=の悦因を少しでも減らしておく必紫かあるのです｡

地震に備える<つのボイン-それでは､ふL)んからの心か

まえとして必堤と‖心われるJJのを33てみまし上う｡-､束帖や桝などを-:;倹しへ　:17
い部分を榊搬してお-｡

21　衣〓ハなどが刷れないように
余日ハで州定したり'2-;_き力を-人する｡

3､火を使うES〓ハル状肌の･=…検と

幣棚をするo　まLJ､火ハ小の刷りは幣和解とんしてお-a

l､約･<器や州火川水を用F=仙し

消火の力法を功につけてお-0
5'救急桝典‖…を耶仙し､応急

手当ての方法を身につけてお
■ヽ

6t J-常持ち出し‖…を55･r揃して

お-Q

7､･家族で防災についてtL;し人目

い'遡那場所や避榔締路を櫛認してお-Q

cc､隣近所の人々と帆力し人目え

る爪柑側係をつ-つてお-0
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園鉄壕簿線を守ろう/

書著書葦ttt章一nH･･･-･･-･･･

標津線存続期成泊線住民大会
同鉄標津綿関係一市六町で構

成している〟国鉄標津繰廃山反対期成会″では､九月土ハ臼午前十時から中標津町役場において'国鉄標津繰存続期成沿線住民大会を開催しました0人会には関係市剛戊'議合議EE'各市町住民ら二▲百人が出席しました｡

標津町からも町長､識会'町

民代表　各が参加して'標津樵の存椛を求める大全決議を採択しました｡近-この大金決議もって運輸省へ国鉄の関係機関に陳情しますo

同鉄標津線廃_L反対運動は､
昭和四十三年八月に国鉄諮門委員会が｢赤字ローカル線を焼止し､バス､トラック輸送に切り特えるべきであるoJと国鉄総裁に答申したことからはじまります｡昭和四十三年九月二十山日標津漁業協同組合会議室に､町内関係機関同体が出席して｢凶鉄標津線廃止反対期成会｣心成されていますから'すでに十五年間にわたって標津線廃山:戻

対運動を紙けていることになります｡

さらに相鉄は､.昭和H十LvILL
十f H二･i･二日赤字を稚内に'標汁椀を(･=む道内卜阿線の節二次廃止糾LF路線を'迦輸大Fij小節したことにより､標津触擁止反対窟動も新たも局面をむかえまLi).しかも'節l`次廃止路線の選定は､仝同一神社EeTにょるもので､北海道の特殊性'地域性'将来性を全く無視したものであります.

いま､標津線は年間七十万人
が利用しており'文字どおり地域の窮安な交通機関であることは'まざれもない事実でありますo標津線は'標津-標茶'中標津-原床を結び'百十六キロメートルの常業距離をもっていますo標津線の沿線には'砧校をはじめ各和の教肖施設がありますから､通･甲.通勤に欠くことのできない屯要な足でありま+o

かりに標津線が廃1トになりま

すと'いままで閃鉄に負うことの大きい貨物や旅客送が'トラソク'ハスといった交通機関に板換されることになりますから退路交通H=･Uの政柄とともにへ交通弔枚の客先かr相心されます｡

こうしたことから'相律=3の

稲山=については､叫1Lしても絶対枚刈のし止場から､八･柊ともねはり強く叩一郎をすすめていきま

すoわたしたち1人ひとりが'‖分の地域の問題として､これからの迎軌に柄梅的なご協力をお暇いします｡

摂津町においては､町職CTの

公碓日出等にはより純綿的にtH鉄を利EfLております一ふたさんにおかれましても､より相似的に同紙の利川をお肋いいたしますり

i

国鉄貨物･荷物が廃止-
貨物･荷物廃止反対釧根住民集会

国鉄は､標津線廃=の前段作

業として､昭利1G十九年`fJの国鉄ダイヤ改爪に介せて､いま同鉄が取扱っている､輯物'荷物の火巾な削減を計画しておりますo

こうLLJ同紙鵠物､荷物輸送
体制の令珊化計州に反刈する'｢相鉄代物､荷物椀=枚対釧根住は張合｣が'九月卜八日牛後

一時から根案向-公館を全域に
根繁へ　釧路狩内の関係が比先付人が参加して行なわれましたo

このe;物､荷物の大f刑減刑

tnEが実施されますと'根…セ地城
においても締折柄軌に深刻な彫

轡をりえますo判に､雌津別においては昭利ハト川中卜　月に代物恥拭いが廃=されていますが､さらに'現在他案標津駅で取伐っている〟荷物〟がt Hせな-なりますD　この耕物の取扱いが焼山されますと､いわゆる宅急他に荷物の輸送をたのむことになり'送料も国鉄耽根いより日日-なることは明日ですC

町では'根津綿の廃山枚対と

人目せて､代物､荷物の人山削減に反対の迎軌を鵬関していきますので､みなさんのご協力をお糾いいたします｡

:

)

帆

標頗揖二
.;汁.JH･-=/･H∵. ･'･;.■･=I I

よリiiTf=を紳tJ北妃川斜叩に棚やろ紙心｣･l1.｣山刑･;1てい　5

㌫路の=1㍍l.して､昭榔

巾･ノ1-　日に･L{-しまLLJ｡(

f

i･f･州別州仰和八勺-　J

t

･　11--　　　-=､L FIノ-　-　　◆

日　日　外=-:･･=i=日日町村.(

h

lノ･1~リーーノ　　ー　.日.iH=.山u.･rI 4

(

irJ･･=.=･T =･-･=-〓-･‖　)
にそれぞれ,:日米か川的されて…

I

います｡　　　　　　　　J

71

中州津･相沢川についても　5

･姐化!T畔は､突撃称L…ていた｡)昭和ト　キ-H二-桝･に蒜開祖し笠を川空似ています｡この日を研け細の誕THとしますと'今叶･1日三十日で消印卜八歳を迎えることになりますo

標津縦の祉仙川-小竹は､り

床･根#標津帆　lc i=力八千Ldn;､標炎'小村津仙rlmi｡八万--千二;日がかかっていますo　姐設-叫には､(;~部会別川村糾､株式公判内村机が岬休･仙{十相律叩　八日跨ヘム利発M紺がS:策･申松川糊と　引かあL)りました｡

iw./..…-;…言

㈱メ状好机榔X州刑帆"帆メ]
)A



節;三〔)し〕与-i

山盛蛸菰詣
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一

いします-自転車

リレーキャラバン隊″

根･.TtI山の中り∵1か‖転中で

根バヤー紺〓帆を止り'往比に交
･[　:.-tこ■-t･.･.I.,　回㌧j;I I J･

リレーキャラハンが九;　-‖′日もわj Lましたー

これは､　チーム=人の小学

1か'根.i･山と雑〓叫を川兆し

l(!打5時10F=11｡　　　　　　広　報　し　へ　つ

I- L'(呼声1.,:!

申枇津叫で八日流するもので､約
･;I-kmを卜九の区帆に分け止

りました｡このうち標津叫は五1仙･1･ハkm｡川北小へ　燕別中古多軸小､標津小の四校から.〟
･1yVの小学竹が参加しましたじ

=1に榔nE=からパ-ンのヘルメソ-とタスキを痩け取り､午後　的　卜分に中標津叫へタ′チしました｡

この州へ　役場,例に立寄り､散
的式が行なわれましたQ役場前には雌沖中学校の生徒全=;､疋川叫交通省令推進協議会々夫らが川向えました.散刷式では'松･.ヤ支什qyからの放物文が流まれ､教1';火へ　疋田会長らが　｢これを機会にへ　より`iE]交通･:欠食に心かけて-i)さいDJとあいさつしまLi)｡=M後に雌相中::.1校の鮒加　点-んかキャラハン陳を代よして榔ーいの=瓜を述べ淑蜘式を終えまLLJ.

この綾､ブラスハンドの仙券

に送られちがら化ハ爪に投機前を〓沌しまLLJ｡

地域を取り巻-口.小ノ丸は､

として低迷を縦けています｡町内の(2菜においてもこの形背を項けていますが'祐介光とも自肋努力をFnねています.これに対し'叫としても械梅的に企灘批a'のために拭助施策を.Gちつています｡

まず､本叫の大浦;川の多くの

染織の川兇利用と'地場在滋の
iF成､批判と(:濫誘故をしょう

と｢枕津叫地域作業振批ハ州進委
日日公｣か化は-[;.されていますC委‥日にはEl内行川体､朽午'仙人

の代出井かなっておりへ　地化の席物をt･かした杓縄目…の閃光も

ノ

tI

とについてL;し人目っていますC

また｢;E濃紺析川休止紙公成｣

では､比協､漁協t e問｢会､観光協人`ムなどの代衣者か､それぞれの現状や課･31について説明し志兄を交換していますo

今年は'新たに｢地城企光懇

談会｣が行なわれましたo　これは､標津叫に過日(誘致)LiJ企某を中心に､剛の･Lな企業が紅伽している問趨点､現状について諭し(=い'他地域に比べ､標津町は営業血でどのような不便があるかなど企焚誘致の問題について柄発に話し4日われましたo企業側からは'梢梅的な企業のpR､地化の消竹やl他用等について把拙してほしいなど町に対する紫饗もた-さん山されました｡

即では､これらの合繊を十分

に油川して<-後の余光鮎肺へ､企繋誘故に経たてています.

また'地rgの楳物を使った特

=l･=州の例発を.∩なって皮装の振附八を川ろうとさまざまな施策をIなっていますo　呪力まで　｢秋アジ納セノー｣｢サケ･ポーション｣｢-群につめたノ7ン｣なとがありますo　標津叫の糾苑=仰開発は､他に九かけ研究､開発が

〕

進んでおり)､日日されていますC
八･後は　｢秋鮒のまち｣　として

全州的に知られたことから'淵別川のそー'■本釣なとの観光面､これを利川しての糾成り…のpRなどに力を入れ､ここから州や､榔川川越を解決し､府津町に描気をと人いに則付されていますo　即はのみなさんも､よいアイディアがありましたらお寄せ-i)さい.誘致及び進出企業-隻(昭和r,,l勺以I,%)

1.1　　滋　　;r l~一石~柴I^]

1株∫て鋸上述セJ,A,ー　概論亮,TLスチロール艶

仙　-1､　企.I,.I,株　式　公　利If扶(′I川をI机料とする

.益タイ　蒜".=(;L芸器,蒜

1.h",~小耳日.lh
l　　　　　だミ‖r.Ll傾Ir斤

ヒ空車蟹三
5
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I第1 1回標津町老人スポーツ大会-

のE=は｢早-九範になって-どさい.)と小野町長から山人'ひとりに見舞品か手渡されました｡標津町のお年寄りはもとより'中標津剛や別海町'遠-は足寄町のお年寄りもおり､思わぬ贈り物に大喜びでしたQ

広　報　し　へ　つ

八･1て)/iI　回を数える　｢牒
津叫老人スホ-ツ人(.h　が､上る九日-･ハ〓1仇-･=Tから､川北小1校クラントを(Ji場に州僻されまLLJL

人ヘムT;はあいにくのリム小り九･

でしたが､叫内行地からttまった過丁はファイトいっはいです｡

開会式は'川北老人クラブ所
属の大谷鉄雄さんか､かかける

刑七火が入場へ　グランドを､周して竹火ム=1に･=州火して始まりました｡本州寸.別人全火が｢日頃の鰍門の成果を十分に発押し､クラブどうしの親睦を深めて-たさいoJとあいさつのあと'参

加選手を代表して'北標津老人クラブの川中･～.i:山さんが　｢スポーツマン精神にのっとり力いっぱい頑弧ります.)と選手琵㌍したあと､きっそ-競技開始ですo

娩技は､しトノー-ル

徒航速､ゴルフとケー-ホールをミ/クスしたナイスショ/ト､いつまでも仲よく､老人パワーでふご)わせ､年令別リレー､チーム対抗リレーなど卜L秤目のケーム競技に`化如いっぱい日を流し

ました｡

この紙果'前半まで市チーム
(+=多触･茄別他姓)　が'他チームを大きくリードしていましたがへ後半城で他三チームの激しい追いしけにあい'縦架萩チーム　(川北･北偲津地区)　がtCチームに二一点リートLt　第十回大全の優勝を勝ちとりました｡この結果､&.Jチームは老人スポーツ大会史上初の三逆鞘という輝かしい記録を樹てましたo

入院のお年寄りに見舞品敬老のHの九月･LljHに標津

病院に入院している六卜l-歳以卜のお年滞りに兄妹Hmか脚られましたo

標津柄院に入院中の患石は六
十九幻｡そのうち九T.l幻が六十五歳uLのお咋滞りです｡こ

標津･秋兼叫内金(山崎光舛

会長)　では､九月十九日の敬老の日に√ども餅つき大会が行われましたo

〝餅つき〟と聞きますと〝年

の瀬〟といっL)連想かうかびますが､故近では､餅つきをする家庭も少な-なり､臼と杵を使っての餅つきも､子どもL)ちには､めずらしいものとなってきていますo

この餅つきを子どもLJちに楽

しんでJらおうと'毎年敬老の日に″/どJ餅つき大会〟を･lq施しておりへ　今年で九回臼を数えましたQ
i:;大に山心まれたこの口へ　合切

の敬栄#即車域には､ナビもた

ちや叫･<;会の人目人か災まり'午前八時から川山川あまりかかって一.卜目上ハトキロの桝をつきあげました｡
つきあがった餅は'双発町で

衷r店を経常する渡辺塩草さん大要の指増で､きっそ-〝あんこ餅〟に什しけていきますQ nl=初はなれない手つきのナビもたちもだんだん卜手にできるようになり､約`打倒のあんこ餅をつ-りあけました｡

餅つきの終ったあとは､参加

者全Hで雑煮にしてつきたての餅を味わいました｡またt f=]来あがった糾日のあんこ紺は､敬老記念=仰とともに枚戯叫内のお年笥りにとどけられまLLJひ
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第200号∃広　報　し　へ　つ

今年で結婚Lh卜牛を迎えたカ

々を対象に　｢令姉を祝う全｣が行なわれましたo

今年金糖を迎えたのは川組､

且召和58年10芦∃ 1日

何勝i=別･",ヨさん(爪別)人様火始郎･ハナヨさん(緑MVノー向仁｡郎･ヨシノさん(火川北一久保安哨･抑;さん(印川北)いつれも昭利八勺に結肺された方々ですo

祝う公は､九日卜九日相川Tj

泉ホテルを会場に〓ちわれましたo　当日は､入院中の件膝人よを除き'.緋か}=琳Lました｡公には'小町M長､免地El誠会談舷､馴山町寺l仝柄祉協揃会長らが出席しました｡

まず､小野町止が｢紙細工=卜

年という輝しい金婚を迎えられましたことに対し､即はともどもお喜び申し1こけますoJと記念
日…を手渡し､つついて効地機長

馴山会先か枇群を述へましたQあいさつのあと､小町剛良の乾杯で祝客にはいりました｡

並へられた料靴を前に､北日の

苦労や笑い絹などをし､兜しいひとときを過ごしました｡官舎の途中では'鈴木日太郎さん　(川LE=)　の尺八と甘木ミツエさん　(川卜叫)　の比C･州が披推され熱心に州きいっていました｡

宴会のあとは'それぞれ.温水

につかり｢お川誠になりましたDJと仲良-･E･.Pに刷りました｡

)

｢おいしい秋鮭をどうぞ｣
好評だった即七芸雌津拙l灘仙川糾介では　相川

yt仰の秋さけを;TIZの八た.LTに
少しで･3. ･Sくおいしく允(てi

A;おうと'九日　叫‖rl=:11爪｡

帆と川北公Hk=川を(ム城に　秋さけ即･化会を･.T/施しました｡

この秋さけ即し父ムでは､小佃

より`⊥二別･.ILYいとあって､ひとりで九本'卜本と‖い求める人も多-､川･==iした秋別がまたた-まに光り切れるという人災でLiJ｡

このような秋鮎の仙北公.'こ

れからも小社桝的にi<施して､おいし-て安い秋さけを拙伏してもらいたいものです｡
八･年も､茄別川にた-さんの

鮎かそ上しています｡今川的に有料に乙ったこともあって地目た-さんの=淡谷かそ～の兄…∵に訪れていますD
爪別川日比には､叫1川相川

付目州の･化仙J　食;.=･かた-L. 11･りんでいます｡

ヒグマに

ご用心/

秋とiなれば､ブ-ウやキノ

コなどの山のトYを求めて多くの人が山に入ります｡

ところが'秋はまた､ヒクマ

にとって冬こもりを=肌にして､どん欲に食物をあさり少-乍節てす｡判に､人-勺は冷奴の彬郡でヒグマの食へものが小姓しているのか'例勺にも-如け･地=竹や人Wtまで食物を求めて日比化しており､小心類で`州､伯別榊･:;て　州､IL=?仙…==ノで　州か;:めり.T<してい圭T｡

し二7日⊥三しに　じクマに･･:Ti:

)

わかる1lいJ LJ小伯は､稚りしてい圭せんか　こつLiJ小はを未然に仙=するためにも､山に入るときは次のことを必ず･rりまLよう"▼　山に入る}rさは､地化の人

にヒクマの日比=状伽を川き､いちいこと+J仰″: Jしてか･㌧必う　八.1 L<-て入ることC

▼　I;にはへ　ヒクマの.-=-1刺する
=1川や夕力には入らないことO

▼　〝ヒクマ;化は〟なと:;F=i柑

小板を仙…祝し･LltいことC

▼　仙-=やラソハなどを=ち少き

ときどき吹き帆すこと｡

▼　食べJJの､釣り桝のサンマ

などのコミほ'ヒグマの印になりやすいので､捨てずに持ち刷ること｡ヒグマの雀や祉跡などを;iiJ

ときはhLちに引き返し､叫役場
･LZ林課やg=幣に知らせて-i)さ
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-10月1日から赤い羽根共同募金-

いつの時代でも.お77.,Jいが､
しあわせでありたいと願う心はだれしも同じですo

Lかし､私達のまわりには､

恵まれない年消環境にある人､体の不日巾な人､知恕お-れの人､寝たきりやひとり#しのおとしよりなどへ　数多-の人々が隼柄していますo
｢赤い羽根共同寄食運動｣は､

このような慰まれない境遇の人たちに'おたかいの肋け人目い精神によって､あたたかい好意の手をさしのべようと､昭和二十二年から始められ､今年で三十七円Rを迎えました｡

‖一卜l▼寄食の使い方一､施設紫備に･･･

保行間や精神薄弱iJ施設へ　身

体階諮希施設'名人ホーム等での､入所者や利用者の安(+碓保や保健街牡'福祉サービスの何上を阿るために.二､地城細祁消動に･

社会福祉協流人`l''身陣帆'糊
帝育成会､柑｢協､老人クラブ連命令など'福祉川体叩-への掘肋､協力など､初刊のまちつ-り運動の描動幣としてo▼標沖町の咋咋度帯食総矧

目　標　額　l'八三㌧ODD円帯食某紙確　lr八O･rt.全円

▼標津町の今年度H棚触
EE　標　伸一へ八蓋tODO円

本町の礼金柄利捕軌の沌朕と

振興をより一層力強-支えていたたけますよう'みちさんのあたたかいこ支招7)協力をお馳いします｡(北細道=ハ同=;%金台根(¶支J l立合･標津町分合･℡2･21:Y,-)

▼実施期間

十円▲‖(t)～卜.月二十

国民年金保葦センター〝つるいクリーンパーク〟1 0月オープン川#J耶軌i=Hに姐築中であっ

た､日比咋令保遵センターか‥化成､オープンすることになりました｡

同センターは'同比年令の加

入符へ　市父給榔石及びその家族'ならびに一般泣出の常さんに健や屯保健休番の場を伏するために化仙:p･.:されるものです｡

施設内零は､苓小我が-.苓f-
ト八　(仙人1G-八人)　収零で'脱甥風口､あわ旭日､れたせ糊などの.弧状人桝場の外'大小宴会場へ　レスーラン､多目的ホール､公減ハや.ケ-ムコーナー､スナソクへ　日帰り広州などがあり､描外にはゲートボール場が

ル収けられますD

テニスコ1-､観f=池　('･址は

ポー-､冬はスケー-)､バーベキュー広域､サイクリングコースへ-リム広場へ　ゴーカー-などの｢郁iE村遊動･j切｣が隣指しており､.体のものとして利川できますo

また､特別大然記念物〟タン

チョウ〟　の飼つけが行われておりへ　タンチョウの優雅な頚か穴近に観られますo

オープンは十月八日(十)で､

八=IILUの11Hmは休憩零に無料問放し､仙的は十一日から開始いLJLます｡

利川刑余は'被保陳古人人は

MヒヒC;､l舷は互二lO円子供は､四二九〇円二的.1食)ですo

申し込み､お問人2-わせは同

センターへ｡

灯油は正しい

取り扱いで〃‥

別油は､家庭の噴l坊川燃料と

して批梢いが簡g･ですが､保符や取り根い方を誤まると人きなか枚を引き起こす'非常に危暇なものです｡

そこで､家庭における灯油の

保秤と取り機いについて､次の

点に汁意してくLJさいo●刈油は'火災を他川しろい場所に保fl;すること.●容器は'倒れやすい域FI Iや'腐食する恐のある場所には保fWしないこと.●客筋のふたは､粥にきちんと締めること.●i=油ストーブのタンクに給油する時は､必ず火が糾えL)ことを確認してから行ちうこと｡●油=叩朴に小されている二4日=･以-は給油しないことC●給iJたあとのこほれた幻榊は完令にふきとること｡●ストーフの付近には､燃えやすいものを耶かないことo●タンク細浦中は帯筋の拒例に注意し､そばを触れないようにすること｡●ホームタンクを似川しているところでは､タンクの傾斜や油もれがないか朋べ､使川する前にEl犬目の悪いところは補修すること｡

また､地槻mの凍卜や落下にも

気をつけ'これらによる被T=をせけないようにル砦;.すること｡

以卜のことのほかに､ストー

ブの故障や分解抑除は､将門知孤のある染者に依柑しましよう｡

｣
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

公営住宅入居者募集
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

叫では､AI叶度姐ル状の公泊巾

宅人iE邪を::%災しています｡●券牝`〃数　1 2日●川地令　析川卜町川地●柿述　簡易耐火造lE･家姐●柑別　2和3LDK●面納　甲70が●家項目軸　2月cc千m松度●人E=峠則　日日初旬●入居資格
･入城申込畔に､町内に住所または勤稗九のあるもの.･現都側居している親族かある覇､または別E=しているが

昭和58年10月1 Ej

今後同㍍する親族　(<;紬問係および縦姫戸定名JJ命む)　かある薪｡･入店中込名および同朋川肺Sの前牛.年間の所即食楯から所柑税法に定める扶遵親族一人について`.- `九万日､さ
らに'老人扶養親族`人について八万.HJ　仰Tn朝■人について　-一■`〃Mを押険し､十二で除した相が八万ヒ千川以卜の石｡

●申込方法　中込i+=に給与証明苅=を添えて､十日l　13まで役場財政課に拙目して-ださいo詳し-は､財政課管財係まで｡

網走職業訓練校

入校者募集中

退･仇網正目HfJ･峨紫訓練校では

入校布部bEを=3%従しています｡◎訓練刑‖　-　地教科･;LZ紫機械軽揃科･溶接科･枇食料◎非髄鞘川　-･==卒q=':IL八咋九日　目から川vT卜　月　THまで｡

小平K:､lj卜八叶い■H.‖

)

から;卜九勺`‖`-　;まで.

転職石､h卜八勺卜〓`日か

ら1dト九咋`HI.･L`日まで｡

入校についてのお問い人目せは

近江綱垂=Mf:･榊某訓練校(〒〓九二1　網止山人曲.1日六蘇.
‖り　e](OllF)川`･m lL`)漢

i)は､根宅公共職実態･:屯所
(〒C)八ヒ　拙宅巾･ず剛一の八

℡(Ol比二)l･　Lー)

一級･二線技能士通信訓練生募集中職業訓練人山:･～校では'　級お

よび`.級技能-二の油桁訓練件をキ集していますo訓練科Hは.級は六村､二級は一.IL料あります｡訓練期間は　牛州で小し込みはいつでもけっこうですo

なお'幡rLますと技能根太

の･::.1利誠俄か免除されます｡●実桃の印し込み

膚浦賀内､申込F･=を希SjTする

んはL卜H切丁を川判のうえ､釧路総(;:回<{･-制業訓練校までこ地相-LJさい｡

釧路小人氷も満州ILL;布J卜L日ソ℡(Ol山川)=し･八.一川

㊨

秋風にのって､野山が紅紫す

るさわやかな季節がやってきました｡即に'山に=楽の計画をたてている力も多いことでしょ
'つ

しかし､この反面'こういっ

た留｣を糾う｢あき25･｣や､油断を狙う｢忍び込み｣｢琳桔桝(州仙)耗し｣などが多-なります｡

これを肌tLするためには錠を

かけることが1番ですo錠かつ

)

いていない玄樹や窓があっLJ･りす-に耽り付けましょう0

またr倒守をするときLr=小

か終って仰るとき｣｢おやすみ舶｣には､もうl度.L姉を確かめてください｡

ただいま宅地分譲中〃‥
練盟かな落ちついた住宅現場

の剛常甥ケ丘岡地で'いまr個人住宅f=地｣(二十三区内面械二八`"EIM四八NE)　を分細していますO t地代食の三年以内の延納制俊Jあります.

隣人希嬰の方は､町役瑚財政
課符財係(t).1∴　　二･内線

六)まで申し込み-ださい｡

Ij. 剪��ｸﾞﾂ�･JR行 亢�ｧ｢�

身分に閃す 剴�hr��;200 �3���

照1十年 l 撞)?｢���.��300 †oo 

1什 �#���300 

納税にF消す 劔���Tfﾂ�Hoo �3���

10() 噸���

l什 姪#���300 

1件 �#���300 

1作 �#���300 

丁件 �#���200 

1作 �#���300 

;l件 鉄���580 

1枚 �#���200 

1枚 �����200 

1枚 �����200 

1作 �#���300 



昭和58句≡10円1日

住宅統計
調査に
ご協力を.〟
-く調査日〉-

10月1日現在

報　し　へ　つ広

昭利1;ド.八咋什宅純利調査が

十日■目視在で行なわれますD
この調人目は､住宅の国勢調査

といわれるもので全面的加校でわなわれます｡昭和二十二年から五41ごとで4-年で八回口を向えます｡

調充の切目は'部屋の数へ広

さ'姐設年度など我が国の住宅弔偶を把捉するLJめのものとなっています.

調盤の結果は村政符珊庁かま

とめ'川や迫などで実施するf

宅地化-･Xぶ州をはじめ､郁山小川地桃川碓=州などの水曜染料として利川されます｡

洞人目は､剛で委嘱した紙=朋

人汁日が終1に仙川し調作=:小への=3人をii雌いすることになTていますのでご協力をお帆Lます｡

なお､朋人目の刈象とちる地杜

は次のとおりですC●凋i;対敏地M

新川･l=叫へ　弥栄叫､緑叫'鳩ヶ一hfET､淑厳刑､米町及び川北旭MJのそれそれ一部の川仙仙秋の火災予防運動10月15日-31日
今年も峻一班淋‖ハを倣川する乍

節がやってきました｡秘中このシーズンには'ストーブ･純潔の取り付け不備や仙川卜の小目

点にょる火災か多く兆〃していますい

｢点検は　防火のはじまり

しめ--り｣　の乍川純　拙｡州を
人目い‥史に'乍′山で火災√仇雌

州を.‖います｡

人ひとりの〓==Wで火小を肌

き､純化小紙をijくしまLIL5うo

ヽ_

…苧200号

お誕生おめでとう

-I I･い=Jl
.:門川や傑珠

八～;卜小桜秋本州内

おくやみ申し上げます

双葉Itll: 3モ)

4(;

5()

77

20

也

知日r之.=)ヨl　郎虐紳紀･5キ椛佼

*:i;=-

辻什北川本納=

)

HJ=(日から与りJl51ほでのIiFiけ

=分です｡

(I,II/称は略させていたたきまLたo)

-大口の寄付二一件-･㊥㈱神内商店さん　　　50万円
ノ画尾崎ヤエさん(札幌市)50万円

･L=E氏は､相川,:L J*化スポーツ
施設姓ル仙北令と祁公如祉仏議会へ人目のS付をしましたC▼　(:小)　川=i枚川放釧路TT=教岬交.=)･1女乍キャリティー･キ†ン､-　･.〓-∴=I.二･.1_∵日. ･:～;;也)　さんは焚.=Jfg=八枚桁に役

Lりててと･G;しまLLJc
▼然･心廿へ-川LP人郎さんは乍仙祝を峨して. -付人ム糾州協議会iへ▼北比津､川中久.-さんは行仙ハ

･L仏｣をやめて‖ヘム仙川協-鵬ヘムへ
▼川北'糾HL･=∩さんは芥仙(過しを･}めて‖ヘム.仙川協減へ1'へ▼川北'刈-ハル了XTJんr:斤州へ

■∵･･∵T.二JI':I.日ト∴.二
▼_‥…-/i･日.:=ト･.['-tLlJ=へ1'仙川仙-州へ∴

煎純絹的那智
郵便局では'同比年令､惇牛

t=･令もどのおせけ耽りに'便利
な｢山型父取り｣　の取扱いをしておりますo年金などが白軌的にあなたの貯金〓伴に輸け入れられますので人変便利です.

他利でお得な郵便LTのr自動

項耽り｣をこ利用-1)さい｡

小包郵便料が改正小包郵便料食の窮状比分は'kgことにー大分されていました
が'九日　目から改目されましたじ

托さ.帖､けさの合計がTメ

ートルをこえるiのはt i-割増の粗食となっていましたが'この改日で　｢判哨料令｣　か峨止されました｡

｢洲慧.融.州或

電話局だよりくNQ26)

先方がお鼓し中のとき･-

2 ･ 3分まってからかけなおしています机

イライラしなから続けてダイヤルしてもLlタです｡

3分はとまってhlナ在為しましょう.

根宝林津1報II舌局

小包郵便料金

-I;　仙ル　i竹　山仰叩

巾　紳　地　地

国鉄だよりくNo13〉

年夫婦の記念旅行にフルムーン
沸クリーンパス発売中｡

鉄全線1枚で2人分75.000円( 7日間)と

000円(1 0E]閤)の2種類発売致します｡

齢かおふたり合せて88歳以上の方の特典で蔑

●お申込み､お伺い合わせは●

根室様津駅2-2023 ･川北駅5-2038へ

広報しへつに対するご意見ご要望かございましたう､ぜひt=連絡くださいo
標津町だより10月6[]･10月27日N H K総合テレビ(午前8時14分から)N H Kラジオ釧箔第1放送(q=後3時56分から) 10


